
T08研究会 大規模システムへの効果的対応

活動の目的
大規模システム開発における
XDDP導入の課題を明らかに
し、その解決策、成功事例を
まとめ、広く会員に共有する。

活動の概要

分類 課題 解決策
1. アーキテクチャ アーキテクチャレベ

ルでの影響範囲
の特定

アーキテクチャレベルでス
ペックアウトを⾏う
要件に対してアーキテク
チャレベルのTMを作成し、
影響範囲を特定する

2. 要求仕様書
の可読性

階層レベルに応じ
た要求仕様書の
記載方法

システムレベルとコンポーネ
ントレベルで要求仕様書
を分離する

3. ツール XDDPの成果物
を⼀元管理する
方法の確⽴

既存の要求管理ツールを
カスタマイズし、XDDP用
のプロファイルやアドインを
作成する

4. 体制 コミュニケーションの
効率化・迅速化

TMを活用した情報共有
の仕組みを作成する
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システムレベルの変更要求仕
様定義と変更箇所特定、およ
び変更設計を⾏う

サブシステムレベル
の変更要求仕様定
義と変更箇所特
定、および変更設
計を⾏う

コンポーネントレベルの変更要求
仕様定義と変更箇所特定、お
よび変更設計を⾏い、既存のプ
ログラムとドキュメントを変更する
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大規模システムへのXDDP導入の課題と解決策の提案

P1
XDDP導入課題の
解決策を提案する

清水さんの書籍

会員への
アンケート結果

サンプル作成対象の
システムの情報

P2
解決策を盛り込んだ
XDDPの実施方法を

ガイドブックとしてまとめる

課題と解決策 大規模システムへの
XDDP導入
ガイドブック

現場での経験

クルコン エンジン

ACC.01

理由
説明

ACC.01.01 ○

理由

説明

□□□ SP.ACC.01.01 クルコンがOFFの時にドライバがON/OFFスイッチを押下した場
合、ドライバがクルコンのONを要求しているとする。

クルコンシステム 要求と要求仕様

ドライバがクルコンのONを要求したときに、クルコンをONできる条件が成⽴して
いたら、クルコンをONにしドライバに通知する。
クルコンを使わない状況では、動作しないように機能をOFFできるようにする必要
がある。
特になし。
＜クルコンON要求の判定＞

対象サブシステム

運転時、ドライバがアクセルペダルを操作する負荷を無くし、楽に運転できるようにするため。
国⼟交通省発⾏の『運転⽀援の考え⽅』で、運転⽀援システムに対して『強制介⼊できること』等の
ガイドラインが示されている。

システム
要求

＜クルコンの始動＞

追従⾛⾏を⾏う場合、設定した⾞間設定に従いドライバがアクセルペダルを踏まなくても⾃動的に先
⾏⾞との⾞間距離を保つように加速、減速を制御する。定速⾛⾏を⾏う場合は、設定された上限速度
を保つように加速、減速を制御する。また、設定した⾞間設定、上限速度は変更できるようにする。

システム
要求

クルコン
ON

システムレベルの要求仕様書

コンポーネントを
組み合わせたシステム
に関する要求仕様を書く

コンポーネントごとに、
そのコンポーネントに関する

要求仕様を書く

システムレベルの要求仕様書に
記載された要求仕様を

コンポーネントレベルの要求仕様書で
詳細化する

コンポーネントレベルの要求仕様書

ACC.01.01

理由
説明

ACC.01.01.01 スイッチのチャタリングの影響を考慮し、ON/OFFスイッチが押
下されたことを判定する。

理由 チャタリングによって誤判定しないようにするため。
説明 特になし。

□□□ SP.ACC.001.01 ON/OFFスイッチの信号が「オン」である状態が50[ms]以上継
続した後に「オフ」に変化した場合、ON/OFFスイッチ押下判定

＜クルコンの始動＞
クルコンコンポーネント 要求と仕様

クルコン
ON

サブ
システム
要求

ドライバがクルコンのONを要求したときに、クルコンをONできる条件が成⽴してい
たら、クルコンをONにしドライバに通知する。
クルコンを使わない状況では、動作しないように機能をOFFできるようにする必要が
特になし。

＜ON要求の判定＞
ソフト
要求

＜押下判定＞

機能/
非機能

アーキテクチャの要素
アプリ1 アプリ2 サービス ミドルウェア デバドラ OS

機
能

○
○ ○

○ ○ ○
○

○ ○

非
機
能

○
○

○

アーキテクチャ

機能仕様
機能

仕様書

大規模システム用に拡張したXDDP
※別案

左のプロセスではシステムレベル、サブシステム
レベルの変更設計書として、そのレベルのアー
キテクチャの変更設計を記載する。

上のプロセスでは、通常のXDDPでは変更設
計書は関数の単位で記載する。つまりコン
ポーネントの内部の要素(＝⼀つ下の階層)に
対して記載することになるため、その考え方を
上位のレベルにも適用し、変更設計書には⼀
つ下の階層の変更設計を記載する。



成果物サンプルの題材
入退室管理システムを題材に成果物サンプルを作成

指紋リーダ付き
ドアロックデバイス

指紋の読取とドアの施錠・解錠

ドアロック制御サーバ
読み取った指紋から特徴量を
抽出し社員情報サーバに送る
社員情報サーバから送信された
権限情報に基づき解錠可否を判定

登録用指紋リーダ
登録のために指紋を読取る

社員情報サーバ
全社員の指紋データを保管
読み取った指紋情報と
登録情報を照合する

入退室管理システム開発提案依頼書

１．システム概要
当社、○○株式会社の東京本社および大阪、福岡⽀社のフロア入退場を管理するシステムである。
2015年4月現在の社員数は1,000名、パートナー社員2,000名で、社員⼀人⼀人にフロア入室許
可のエリアと指紋（右手、左手の人差し指の２つ）を登録しており、新規採用や退職などのメンテナン
スも可能としている。
現⾏システムでは、入室について管理しており、退室については管理していない。

２．システムの課題
社員数の増加に伴い、誤検知および認証速度の低下が⾒受けられる。社員情報は東京本社で
⼀括管理しており、データベースへのアクセスが集中することも速度低下の⼀因となっている。
社員数の上限はパートナー社員含めて、5,000名と想定しており、この時の認証速度が運用に
耐えうるものとなるか懸念がある。

３．前提条件
システムの改善提案については以下の前提条件を
考慮すること。
○システムのハードウェアは既存のものを利用する。
○認証方式については、以下の方式を採用すること。

現状︓マニューシャ方式
新方式︓マニューシャ・リレーション方式

○認証には指紋のみを使用しているが、これに社員番号を追加する。これに伴い
指紋読み取りリーダをSYR2013SP3からSYR2015SBTに変更する。

○認証のレスポンスについては、2秒以下（現状、最大3秒程度）とする。

成果物サンプル(システムレベル)

:社員情報サーバ:社員情報サーバ:社員情報サーバ:社員情報サーバ:ドアロック制御サーバ:ドアロック制御サーバ:ドアロック制御サーバ:ドアロック制御サーバ:指紋リーダ付きドア ロックデバイス:指紋リーダ付きドア ロックデバイス:指紋リーダ付きドア ロックデバイス:指紋リーダ付きドア ロックデバイス

ドアロックの解錠要求を受けドアロックの解錠要求を受けドアロックの解錠要求を受けドアロックの解錠要求を受け
付ける付ける付ける付ける

指紋の特徴点を抽出する指紋の特徴点を抽出する指紋の特徴点を抽出する指紋の特徴点を抽出する

特徴点と隆線数を社員情特徴点と隆線数を社員情特徴点と隆線数を社員情特徴点と隆線数を社員情
報のも のと照合する報のも のと照合する報のも のと照合する報のも のと照合する

指紋の読み取りを要求する指紋の読み取りを要求する指紋の読み取りを要求する指紋の読み取りを要求する

指紋を 読み取る指紋を 読み取る指紋を 読み取る指紋を 読み取る

指紋画像指紋画像指紋画像指紋画像

指紋画像を送信する指紋画像を送信する指紋画像を送信する指紋画像を送信する
指紋画像指紋画像指紋画像指紋画像

特徴点データ特徴点データ特徴点データ特徴点データ

特徴点の照合を要求する特徴点の照合を要求する特徴点の照合を要求する特徴点の照合を要求する
社員ID＋特徴点社員ID＋特徴点社員ID＋特徴点社員ID＋特徴点
＋隆線数データ＋隆線数データ＋隆線数データ＋隆線数データ

社員IDを 受け付ける社員IDを 受け付ける社員IDを 受け付ける社員IDを 受け付ける
社員ID社員ID社員ID社員ID

社員ID社員ID社員ID社員ID

指紋の隆線数を解析する指紋の隆線数を解析する指紋の隆線数を解析する指紋の隆線数を解析する

特徴点＋隆線数特徴点＋隆線数特徴点＋隆線数特徴点＋隆線数
データデータデータデータ

社員IDで社員を特定する社員IDで社員を特定する社員IDで社員を特定する社員IDで社員を特定する

社員情報社員情報社員情報社員情報

■システム変更要求仕様書

■システムアーキテクチャ変更設計書

リレーション＝隆線数

マニューシャ＝分岐等

要求 CR01.SYS02

理由

説明

CR01.SYS02.D02

理由
説明

□□□ CR01.SYS02.S02 ○ ○

CR01.SYS02.D03

理由

説明
□□□ CR01.SYS02.S04 ○

CR01.SYS02.D21

理由
説明

□□□ CR01.SYS02.S09 ○ ○ ○指紋リーダー付きドアロックデバイスで入⼒された社員IDをドアロック制御サーバ経由で社員情報サーバ
に受け渡すようにデータフォーマットを変更する。

＜社員IDを用いた検索＞
要求 社員IDが入⼒された場合は、指紋の読み取り後に社員IDと指紋画像をドアロック制御サーバ経由で

社員情報サーバまで受け渡すように変更する。
社員IDを用いた認証処理を⾏うために社員IDを送信する必要があるため。

指紋情報の照合処理をマニーシャマッチング形式からマニーシャ・リレー形式に変更し、隆線数を照合す
る処理を追加する。

社員照合時にドアロック制御サーバから社員情報サーバに送信するメッセージデータフォーマットに隆線
数を追加する。

要求 社員情報サーバで⾏う指紋の照合処置を、マニューシャ・リレーション方式の照合ができるように変更す
る。
マニーシャ・マッチング方式（指紋模様に含まれる特徴点（隆線の端点や分岐点）の位置・種類・方
向）にプラスして、特徴点と近傍特徴点を直線で結び交差した隆線数（リレーション）で照合を⾏う方
式に変更するため。

要求 指紋の照合を社員情報サーバに要求する際に送信するデータを、マニューシャ・リレーション方式の指紋
データが送信できるように変更する。
社員情報サーバに送信する指紋データの情報が変更にになるため。

入館者の認証を⾏う際、認証方式をマニューシャマッチング方式からマニューシャ・リレーション方式に変更する。また、指紋リーダ
にただ指を置くだけで認証処理を⾏う方法に加えて、社員IDを入⼒した後に指紋リーダに指を置いてもらい認証処理を⾏う方
法を追加する。
・認証方式をマニューシャマッチング方式からマニューシャ・リレーション方式に変更する理由は、認証精度を上げるためである。
・社員IDも入⼒させる方法を追加させる理由は、認証処理の速度を上げるためである。
社員IDの入⼒はオプションとする。

＜認証方式の変更＞

変更要求仕様（入退室管理システム）
サブシステム

指紋リーダ付き
ドアロックデバイス

ドアロック制御
サーバ

社員情報サーバ

ibd [b lock ] 入退室管理システム [入退室管理システム]ibd [b lock ] 入退室管理システム [入退室管理システム]ibd [b lock ] 入退室管理システム [入退室管理システム]ibd [b lock ] 入退室管理システム [入退室管理システム]

:  ドアロック制御サーバ: ドアロック制御サーバ: ドアロック制御サーバ: ドアロック制御サーバ: 指紋リーダ付きドア ロックデバイス: 指紋リーダ付きドア ロックデバイス: 指紋リーダ付きドア ロックデバイス: 指紋リーダ付きドア ロックデバイス

: 登録用指紋リーダ: 登録用指紋リーダ: 登録用指紋リーダ: 登録用指紋リーダ

: 社員情報サーバ: 社員情報サーバ: 社員情報サーバ: 社員情報サーバ

キー操作

解錠指示

指紋画像(認証時)

ブザー音

指紋の光学イメージ

登録済み社員情報

登録対象社員情報

特徴点

指紋画像(登録時)指紋の光学イメージ

ドアロック力

表示メッセージ
隆線数

社員ID

社員ID



成果物サンプル(サブシステムレベル)

参加者への質問

■サブシステム変更要求仕様書

■サブシステムアーキテクチャ変更設計書

大規模への対応のため、要求仕様書を以
下のように階層化。
１．上位層のTMで○のついた仕様を下

位層のインプットとした
２．各階層をつなぐ成果物として、アーキ

テクチャ変更設計書を追加した
３．最下層のTMとモジュール/関数変更

設計書の間にもアーキテクチャ変更
設計書を追加した

上記に対し、賛成できますか︖また、他に
良いアイデアがあれば教えてください︕


